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申込方法・お問い合わせ先

記念講演

1962年 北海道赤平市生まれ
HTB（テレビ朝日系列）「水曜どうでしょう」で企画・出演に携わり、大泉 洋氏と
ともに、日本全国のみならず、世界を飛び回る。
2001年より映画監督としても活動を開始し、現在までに4作のメガホンを執る。
2015年、テレビ東京系列「ドラマ24『不便な便利屋』」で自身初の連続ドラマ脚
本・監督を務める他、作家、ラジオやCM、舞台と幅広く活躍。

2011年、出身地の赤平市に購入した山林にアトリエ兼自宅を建て、 自らチェー
ンソーを持ち、森を整備したり、冬には薪ストーブで暖をとるなど、「森の生活」を
始める。
生活の大半は赤平の森で過ごし、絶滅危惧種のクマゲラやエゾモモンガに癒され
る暮らしの様子など、大自然に囲まれた「森の生活」の魅力を発信している。

空知（そらち）に対し、深い愛着と地域活性化への強い熱意を持ち、2018年に空
知の魅力を道内外で発信する「そらち応援大使」に就任｡

フリーアナウンサー。札幌テレビ放送(株)退社後、フリー
活動に入りボイスオブサッポロ設立。現在、7名の所属
アナウンサーをかかえる。
北海道内各局の番組に出演の他、シンポジウムのコー
ディネーター、司会、対談、講演会、話し方教室やマナー
セミナーなど幅広く活躍している。

司会者

1973年 岐阜県生まれ。
大東文化大学文学部教育学科卒。大学生の時に、キャンプリーダー
という活動に出会い、少年時代に近所の裏山や長良川で培った
遊びの技術が人の役に立つということに衝撃を受け、以後自然体
験活動をライフワークとするようになる。

事例発表

事例１

事例２

事例３

金

パネルディスカッション

のクラフトとして全国で長く親しまれている。図書館、幼稚園などの空間デザインのほか、
平成16年度に「木育推進プロジェクト」に参画してからは、木育体感プログラムの開発
や木育授業など、積極的な木育活動に取り組んでいる。

著書に「木育の本」（北海道新聞社・共著）など。
■KEM工房HP：http://www.kem.hokkaido.jp

木工デザイナー。1955年 札幌市生まれ。
北海道教育大学特設美術科（木材工芸）卒業後、1979年に
KEM工房を開設。
「子ども達とかつて子どもだった人への贈りもの」をコンセプトに、
北海道の木と子どもにこだわって創作してきた。KEMブランドの
遊具や生活用品はオホーツクの津別町で製作され、北海道生まれ

小学校教諭、社会教育主事を経て、登別市を拠点に、NPO法人いぶり自然学校を立ち
上げる。現在は、同法人の拠点を苫小牧市に移し活動中。
また、第58回全国植樹祭の開催後に設立された「苫東・和みの森運営協議会」の事務局
を担い、「森のコミュニティセンター」というコンセプトのもと、木育の理念や森のようちえん
の技法を駆使し、おおよそ森に縁のなかったセクターを森に呼び込む仕組みづくりに挑戦
している。

パネリスト

コーディネーター

1969年生まれ。
林業の町・置戸町出身。実家は林業と農業を営む。
地方新聞社を経て、北海道自然学校NEOS（後のNPO法人ねお
す）の設立に参加。北海道の自然や一次産業を使った人材育成を
通した地域づくりを行うべく、全道各地に自然学校を設立。また、エ
コツアーの企画・運営を行い、交流、関係人口の増加に寄与する。

平成16年度協働型政策検討システム推進事業のメンバーとして「木育」を提案（木育推
進プロジェクト）。平成21年度には、木育プログラム等検討会議委員長として、「木育マイ
スター（北海道が認定する、木育を普及させる専門家）」の育成カリキュラムなどの作成に
携わり、その後は、木育マイスター育成事業の企画運営を行っている。
自らも、企業がゴルフ場開発に失敗した放置林120haを管理し、森林の空間利用、里山
的利用、木材生産を上手に掛け合わせた「森林業」の経営にも挑戦している。

1961年 恵庭市生まれ。
1984年に北海道庁入庁後、上川・十勝といった、道内における
主要な木材産業地域で林産担当を経験し、製材工場やチップ工場
等業界の活性化に従事。また、総合政策部においては、重点政策の
策定を担当したほか、トドマツやカラマツの利用促進や、木質
バイオマスの普及などに取り組む。

前職の渡島総合振興局東部森林室長在任時には、民間企業と「木育に関するタイアップ
協定」を締結し、商業施設に設置された木育広場を活用して、様々なイベントを開催。
北海道の木育推進の方向性として、「民間との協働による持続可能な木育活動」の必要
性を強く感じ、現職においても、企業の森づくりをはじめ、各種コラボを積極的に取り入れ
ている。

全国に先駆けて「北海道植樹の日・育樹の日条例」が制定されました。 10月第3土曜日は「育樹の日」、10月は「育樹月間」です。


